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九
州
大
学
教
授
 
内
田
博
文
 
先
生
 
 

内
田
博
文
教
授
は
、
一
九
四
六
年
九
月
一
四
日
大
阪
府
に
生
ま
れ
、
一
九
六
九
年
三
月
京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
京
都
大
学
大
学
院
 
 

法
学
研
究
科
修
士
課
程
（
民
刑
事
法
専
攻
）
を
経
て
、
一
九
七
一
年
四
月
愛
媛
大
学
法
文
学
部
助
手
に
就
任
さ
れ
た
。
同
大
学
講
師
を
経
て
、
 
 

一
九
七
五
年
四
月
神
戸
学
院
大
学
法
学
部
講
師
に
着
任
し
、
一
九
七
六
年
四
月
に
助
教
授
、
一
九
八
五
年
四
月
に
教
授
に
任
用
さ
れ
た
。
さ
 
 

ら
に
、
一
九
八
八
年
四
月
九
州
大
学
法
学
部
教
授
（
組
織
変
更
に
よ
り
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
同
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授
）
 
に
就
任
さ
れ
、
 
 

刑
事
法
大
講
座
教
授
と
し
て
学
部
及
び
大
学
院
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の
指
導
の
下
に
数
多
く
の
研
究
者
も
輩
出
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
 
 

に
評
議
員
、
法
学
研
究
院
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
。
 
 
 

内
田
教
授
は
、
刑
法
学
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
意
義
と
方
法
を
も
含
め
た
近
代
刑
法
史
及
び
近
代
刑
法
学
史
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
 
 

し
、
数
多
く
の
業
績
を
発
表
さ
れ
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
『
刑
法
学
に
お
け
る
歴
史
研
究
の
意
義
と
方
法
』
（
単
著
、
九
州
大
学
出
版
会
、
 
 

一
九
九
七
年
）
及
び
『
日
本
刑
法
学
の
あ
ゆ
み
と
課
題
』
（
単
著
、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
実
体
法
解
釈
 
 

の
問
題
に
関
し
て
も
着
実
な
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
多
数
の
重
要
判
例
の
評
釈
や
、
『
刑
法
各
論
講
義
〔
第
三
版
改
訂
版
〕
』
（
共
著
、
有
斐
閣
、
 
 

二
〇
〇
五
年
）
、
『
現
代
刑
法
入
門
〔
第
二
版
補
訂
〕
』
（
共
著
、
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
等
の
教
科
書
を
出
版
し
、
改
訂
を
重
ね
ら
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

内
田
教
授
は
、
刑
法
分
野
に
限
ら
ず
、
幅
広
く
人
権
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
啓
蒙
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
従
事
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
 
 

け
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
検
証
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
多
く
の
論
文
執
筆
や
講
演
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
検
証
会
議
 
 

の
提
言
に
基
づ
く
再
発
防
止
検
討
会
座
長
代
理
と
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
検
証
会
議
最
終
報
告
書
の
作
成
に
関
わ
り
、
ま
た
、
当
該
問
題
 
 

に
関
す
る
活
動
の
成
果
と
し
て
、
『
ハ
ン
セ
ン
病
検
証
会
議
の
記
録
‥
検
証
文
化
の
定
着
を
求
め
て
』
（
単
著
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
 
 

を
出
版
さ
れ
た
。
他
に
も
、
患
者
の
権
利
、
精
神
障
害
者
の
人
権
、
子
ど
も
の
人
権
等
の
人
権
擁
護
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
り
執
筆
講
演
活
 
 

動
を
行
い
、
法
務
省
人
権
擁
護
委
員
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
企
画
委
員
会
委
員
、
福
岡
県
人
権
施
策
推
進
懇
話
会
専
門
部
会
員
、
福
 
 

岡
市
人
権
教
育
実
施
計
画
の
策
定
に
関
す
る
専
門
委
貞
会
委
員
長
と
し
て
公
益
活
動
に
従
事
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
成
果
と
し
て
『
求
め
ら
れ
る
 
 

人
権
救
済
法
制
の
論
点
』
（
単
著
、
解
放
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
刑
事
裁
判
に
関
わ
る
時
事
問
題
や
裁
判
員
制
 
 

度
の
問
題
に
つ
き
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て
解
説
し
、
さ
ら
に
市
民
向
け
啓
蒙
害
と
し
て
『
「
市
民
」
と
刑
事
法
‥
わ
た
し
と
あ
な
た
の
 
 

た
め
の
生
き
た
刑
事
法
入
門
〔
第
二
版
〕
』
（
共
編
著
、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
研
究
成
果
の
地
域
還
元
に
努
 
 

め
て
こ
ら
れ
た
。
 
 
 

内
田
教
授
が
こ
こ
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
長
年
の
ご
功
労
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
本
号
を
献
じ
る
と
と
も
に
、
先
生
 
 

の
今
後
一
層
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
 
 
 




